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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月1日(2009.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置から、当該情報処理装置と通信又は情報メディアを介して情報を送受信可
能な歯科用器械装置の内部状態の制御を行なう、歯科用器械装置の制御システムであって
、
　前記歯科用器械装置の内部状態に関する１又は複数の内部状態情報を記憶する内部状態
情報記憶手段と、
　情報処理装置に対して、通信又は情報メディアを介し、歯科用器械装置のユーザを特定
する機器識別情報を伴って、前記歯科用器械装置の内部状態を制御するための制御情報を
要求する制御情報要求手段と、
　情報処理装置において歯科用器械装置に固有に付与されている情報である内部識別情報
を前記機器識別情報と関連づけて予め登録した識別情報データベースと、
　情報処理装置において前記識別情報データベースに前記機器識別情報が登録してあるか
否かを照会する照会手段と、
　前記照会手段による照会の結果、前記機器識別情報の登録がある場合に、少なくとも当
該機器識別情報に対応した内部識別情報を前記識別情報データベースから取り出し、通信
又は情報メディアを介して、情報処理装置から歯科用器械装置に対して、少なくとも当該
内部識別情報を反映した制御情報を伴う応答をなす応答手段と、
　制御情報に反映されている内部識別情報が、歯科用器械装置または歯科用器械装置に接
続された端末装置または該端末装置で読み出し可能な記憶メディアにあらかじめ書き込ま
れている内部識別情報と合致するか否かを照合する照合手段と、
　前記照合手段による照合が真である場合に、前記応答手段からの応答によって得られた
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制御情報に基づいて、前記内部状態情報記憶手段に記憶された内部状態情報を更新するこ
とにより、当該内部状態情報に対応する内部状態の制御を行なう状態制御手段とを具備し
てなることを特徴とする歯科用器械装置の制御システム。
【請求項２】
　情報処理装置から歯科用器械装置の内部状態の制御を行なう、歯科用器械装置の制御シ
ステムであって、
　前記歯科用器械装置の内部状態に関する１又は複数の内部状態情報を記憶する内部状態
情報記憶手段と、
　情報処理装置に対して、通信又は情報メディアを介し、歯科用器械装置のユーザを特定
する機器識別情報及び歯科用器械装置に固有に付与されている情報である内部識別情報を
伴って、前記歯科用器械装置の内部状態を制御するための制御情報を要求する制御情報要
求手段と、
　情報処理装置において前記内部識別情報を前記機器識別情報と関連づけて予め登録した
識別情報データベースと、
　情報処理装置において前記識別情報データベースに前記機器識別情報が登録してあるか
否かを照会する照会手段と、
　前記照会手段による照会の結果、前記機器識別情報の登録がある場合に、当該機器識別
情報に対応して登録されている内部識別情報と、歯科用器械装置または歯科用器械装置に
接続された端末装置または該端末装置で読み出し可能な記憶メディアにあらかじめ書き込
まれている内部識別情報とが合致するか否かを照合する照合手段と、
　前記照合手段による照合が真である場合に、通信又は情報メディアを介して情報処理装
置から歯科用器械装置に対して制御情報を伴う応答をなす応答手段と、
　前記応答手段から応答があった場合に、前記応答手段からの応答によって得られた制御
情報に基づいて、前記内部状態情報記憶手段に記憶された内部状態情報を更新することに
より、当該内部状態情報に対応する内部状態の制御を行なう状態制御手段とを具備してな
ることを特徴とする歯科用器械装置の制御システム。
【請求項３】
　前記内部状態が、前記歯科用器械装置に要求される動作機能または動作データである、
請求項１又は２に記載の歯科用器械装置の制御システム。
【請求項４】
　前記内部状態情報記憶手段が、前記情報処理装置に設けられた、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の歯科用器械装置の制御システム。
【請求項５】
　前記内部状態情報記憶手段が、前記情報処理装置に設けられ、
　前記状態制御手段は、初期状態においては前記内部状態情報の制御が禁止されており、
前記照合手段による照合が真である場合にのみ、前記応答手段からの応答によって得られ
た制御情報に基づいて、前記内部状態情報記憶手段に記憶された内部状態情報を更新する
ことにより、当該内部状態情報に対応する内部状態の制御を行う請求項１～３のいずれか
一項に記載の歯科用器械装置の制御システム。
【請求項６】
　歯科用器械装置からの制御情報要求を許可するためのＩＤ入力受付手段、パスワード入
力受付手段の少なくとも何れかを設けている請求項１～５のいずれか一項に記載の歯科用
器械装置の制御システム。
【請求項７】
　内部状態情報記憶手段がファームウェアである、請求項１～６のいずれか一項に記載の
歯科用器械装置の制御システム。
【請求項８】
　歯科用器械装置に情報処理装置の端末装置を具備するかまたは接続され、制御情報要求
手段と状態制御手段と照合手段が端末装置上で作動するソフトウェアである、請求項１～
７のいずれか一項に記載の歯科用器械装置の制御システム。
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